
森林分野 CPD の会費改定及び実施記録証明書発行の無料化 

                      令和８年７月２４日 

公益社団法人森林・自然環境技術教育研究センター（JAFEE）は、森林技術者の継

続教育を支えるため、安定したセンターの業務運営に努めてきた。特に、森林分野

CPDの会費については、平成２１年度の制度発足時から１７年間にわたって値上げを

してこなかった。しかしながら、近年の財政状況の急激な悪化や諸物価の高騰、森

林分野 CPDを管理するコンピュータシステムの更新・セキュリティ強化のための出

費等により、現行の会費体系のままでは業務運営の維持が困難となってきている。 

このため、令和 9 年度より下記のとおり会費の改定を実施することとする 

■ 会費改定の背景 

 

JAFEE は長年にわたり、会費と助成金を主な財源として運営してきたが、令和４

年度をもって国土緑化推進機構からの助成金が終了し、収入のほぼ全てを会費に

依存せざるを得ない状況となった。 

 

また、森林分野ＣＰＤの会員数も、最大であった５，５００人から４，４００人に減少する

とともに、会費未納者が３００人となっている。 

 

さらに、 

• 日林協会館からの立ち退きに伴う事務所移転費用 

• 森林分野 CPD コンピュータシステム保守管理の委託先変更による支出増 

などが重なり、令和５年度以降、現行の会費収入では最低限の健全な運営が困難

になってきている。 

 

令和７年度には、運営資金のショートを避けるため、 

• 職員 4 名のうち 2名の解雇、2 名の一時的な雇止め 

• 専務理事の一時的な無給化 

• 寄付金の緊急受け入れ 

• 実施記録証明書の有料化（１件１，０００円） 

といった極めて厳しい措置を取らざるを得なかった。 

 

また、森林分野 CPD のコンピュータシステムは老朽化が進み、数百万円規模の抜

本的改修が不可避となっている。また、実施記録証明書の有料化は、発行依頼者の



事務負担が煩雑になることも明らかとなった。 

 

■ 令和 9 年度からの会費改定内容 

 

以上の財政状況を踏まえ、将来も森林分野 CPD 制度を持続可能な形で維持する

ため、以下のとおり会費を改定する。 

 

● 年会費：現行より 一律で 2,000 円の値上げ 

令和 9 年度より適用： A 会員 ４，０００円 → ６，０００円  

B 会員 ３，０００円 → ５，０００円 

 

● 実施記録証明書発行料（1 件 1,000 円）：無料化 

令和 9 年度より１件１，０００円の発行料を無料化する。 

 

これにより、森林分野 CPD 会員の負担増を最小限に抑えつつ、制度運営に不可

欠な財源を確保し、同時に証明書発行に係る利便性向上を図る。 

なお、未納となっている令和９年度以前の会費については従来通りとする。 

 

■ 今後の取り組み 

 

JAFEE では、財政改善のため、 

• 木材合法性確認 DD審査認証事業等の新規事業の拡充 

• 寄付の受け入れ体制の強化 

• 森林分野 CPD のコンピュータシステムの安全性・利便性向上 

• 森林・林業に関する各種資格の更新などの認証機関として機能することに

よる新規会員の拡大 

など、収益基盤の強化とサービス向上に取り組むものとする。 

              

 


